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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

（
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
）

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

第
一
条

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規

九
号
。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

定
に
よ
る
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
の
測
定
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
金
属

一

試
料
空
気
の
採
取
は
、
特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定

ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
金
属
ア
ー
ク
溶
接

す
る
金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
金
属
ア

等
作
業
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採

ー
ク
溶
接
等
作
業
」
と
い
う
。
）
に
従
事
す
る
労
働
者
の
身
体
に
装
着
す

取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気
中
の
溶
接

て
、
当
該
試
料
採
取
機
器
の
採
取
口
は
、
当
該
労
働
者
の
呼
吸
す
る
空
気

ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装
着
し
な
け

中
の
溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
濃
度
を
測
定
す
る
た
め
に
最
も
適
切
な
部
位
に
装

れ
ば
な
ら
な
い
。

着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）


